
1
面

鎌
倉
朝
日
３
面

鎌
倉
朝
日
２
面

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せ
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイ

従業員募集

ス
マ
ホ
手
に
せ
わ
し
く
動
く
手
話
の
指
ビ
デ
オ
通
話
の
静
か
な
お

し
ゃ
べ
り 

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
現
代
の
利
器
が
不
自
由
を
越
え
て
ゆ
く
。
視
点
が
温
か
い
。

つ
ぎ
つ
ぎ
に
白
雲
の
越
す
青
嶺
聳
え
山
頂
駅
よ
り
子
ら
を
吐
き
出
す

 

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
さ
わ
や
か
な
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。
結
句
に
も
独
自
性
あ
り
。

バ
ス
通
り
に
葛
原
岡
の
神
輿
揺
れ
夏
の
到
来
告
げ
て
ま
わ
り
ぬ

 

由
比
ガ
浜
　
佐
武
　
亜
喜

　
鎌
倉
の
神
社
の
祭
の
今
を
鮮
や
か
に
切
り
取
り
下
句
も
い
い
。

朝
顔
の
苗
移
し
植
え
ベ
ラ
ン
ダ
の
夏
が
始
ま
る
我
が
家
の
夏
が

 

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

神
様
の
命
を
生
き
て
い
る
思
い
九
十
歳
を
す
で
に
過
ぎ
き
て

 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

ペ
チ
ュ
ニ
ア
と
キ
ュ
ウ
リ
は
互
ひ
に
競
ひ
合
ひ
夏
に
向
か
ひ
て
あ

で
や
か
さ
増
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

牡
丹
の
葉
に
雨
の
白
玉
生
ま
れ
い
て
風
の
吹
く
た
び
零こ
ぼ

れ
て
し
ま
う

 

城
廻
　
塩
田
　
文
子

義
高
の
墓
守
桜
あ
お
あ
お
と
葉
を
茂
ら
せ
て
日
射
し
を
防
ぐ

 

大
船
　
小
笹
岐
美
子

木
や
石
と
語
り
合
ふ
な
り
詩
人
と
は
手
を
触
れ
聴
く
は
哀
し
き
こ

ゑ
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
袋
谷
　
眞
壁
　
英
子

吾
の
中
に
プ
ー
チ
ン
、
ト
ラ
ン
プ
居
る
故
に
許
せ
ず
憎
む
身
近
な

対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

古
古
米
と
古
古
古
米
に
ふ
と
思
ふ
麬ふ
す
ま

の
粥
に
凌
ぎ
し
戦
後

 

玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

〈
天
〉み
づ
う
み
の
風
の
一
筋
す
だ
れ
巻
く 

横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
何
と
い
っ
て
も
湖
が
清
ら
で
よ
い
所
。
季
語
の
「
す
だ
れ
」
も
風

情
が
あ
っ
た
。
仮
名
と
漢
字
の
表
記
の
使
い
方
も
妙
。

〈
地
〉の
ん
び
り
と
夏
め
く
波
や
由
比
ヶ
浜
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

　
い
か
に
も
湘
南
の
海
ら
し
い
。
由
比
ヶ
浜
の
夏
め
く
波
は
何
十
年

た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。

〈
人
〉隠
沼
や
間
合
よ
く
鳴
く
雨
が
え
る 

藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

　
隠
沼
「
こ
も
り
ぬ
」
と
読
み
俳
句
で
は
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
こ
の
雨
蛙
も
処
を
得
た
る
の
で
あ
る
。

地
裏
に
昭
和
の
風
情
吊
忍 

岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　
今
年
は
昭
和
百
年
、戦
後
80
年
。吊つ

る

忍し
の
ぶは
風
鈴
と
違
っ
た
涼
を
呼
ぶ
。

季
題
が
効
い
て
い
る
。

筍
と
故ふ
る

郷さ
と

の
土
玄
関
に 

材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

　
い
か
に
も
古
い
格
式
の
あ
る
玄
関
が
見
え
て
き
た
。
助
詞
も
効
果

的
に
使
わ
れ
て
い
た
。

新
緑
の
先
も
新
緑
谷
戸
に
風 

腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
新
緑
を
重
ね
て
更
に
緑
の
濃
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
下
五
も
鎌
倉

ら
し
さ
が
出
て
い
た
。

夏
草
や
日
に
一
本
の
無
人
駅 

腰
越
　
石
井
　
玄
哉

悠
久
の
フ
ァ
ラ
オ
の
柩
ひ
つ
ぎ

矢
車
草 

材
木
座
　
羽
賀
　
潔
子

ハ
イ
カ
ー
の
声
の
途
切
れ
ず
水
芭
蕉 

山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

老
鶯
の
よ
く
鳴
き
歌
ふ
谷
戸
深
く 

大
船
　
添
田
　
洋
子

菖
蒲
祭
雅
楽
た
な
び
き
巫
女
ふ
た
り 

台
　
柴
田
　
慶
子

老
鶯
の
声
高
ら
か
に
森
の
中 

手
広
　
高
口
　
道
宏

夏
燕
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
招
き
け
り 

寺
分
　
松
本
　
賢
悟

耳
元
に
そ
っ
と
外
か
ら
不
如
帰 

城
廻
　
塩
田
　
文
子

雨
を
聴
く
寺
の
紫
陽
花
青
深
む 

城
廻
　
増
田
　
陽
子

五
月
雨
や
古
き
切
手
を
集
め
貼
る 

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

浅
蜊
掘
り
夜
の
パ
ス
タ
に
妻
笑
顔 

藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

松
の
芯
未
来
は
そ
ば
を
ま
っ
す
ぐ
に 

藤
沢
市
　
山
田
　
節
句

花
火
師
の
出
来
は
背そ
び
ら

で
聞
く
歓
声 

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

桑
の
実
の
紫
染
め
し
小
さ
き
指
　
　 

葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

室
８
月
１
日
13
時
半
、
２
日
９

時
半
・
13
時
半
。
千
円
。
申
込

〜
14
日
。
▽
食
虫
植
物
教
室
８

月
５
〜
11
日
10
時
・
13
時
半
。

５
百
円
。
申
込
〜
17
日
。
入
園

料
４
百
円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
金
沢
文
庫
と
称
名
寺
７
月

４・
８
日
９
時
金
沢
文
庫
駅

西
口
広
場
集
合
。
約
４
㎞
。

８
百
円
。
▽
歴
史
文
化
交
流

館
〜
鎌
倉
の
遺
跡
と
武
家

文
化
探
訪
15
・
18
日
９
時

半
、
鎌
倉
駅
西
口
広
場
前
集

合
。
約
３・
５
㎞
。
８
百
円
。

▽
禅
居
院
本
堂
昇
堂
・
聖

観
世
音
特
別
拝
観
と
法
話
・

坐
禅
・
読
経
体
験 

９
日
９

・
13
時
、
10
日
13
時
、
北
鎌

倉
駅
東
口
集
合
。
約
２
㎞
。

８
百
円
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
お
は
よ
う
花
市
　

　
７
月
12
・
13
日
７
時
半
〜

８
時
半
、
鎌
倉
中
央
公
園
。

▽
朝
顔
市 

朝
顔
、
ひ
ま
わ
り 

花
苗
販
売
。
▽
か
き
氷 

中

学
生
以
下
１
杯
無
料
。
▽
夏

祭
り
（
大
平
山
丸
山
町
内
会

主
催
）
13
日
14
〜
16
時
。
鎌
倉

市
公
園
協
会
☎
45
・
２
７
５
０

▼
第
75
回 

〝
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〞
逗
葉
地
区
の
集
い

　
７
月
18
日
13
時
半
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
。
▽
式
典

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作

品
の
朗
読
な
ど
。
▽
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ 「
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
。
無

料
。
逗
子
市
市
民
協
働
部
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
第
23
回 

納
涼 

盆
踊
り
大
会

　
７
月
20
日
12
〜
15
時
、
逗

子
ア
リ
ー
ナ
。「
炭
坑
節
」

「
逗
子
音
頭
」「
東
京
音
頭
」

な
ど
。
無
料
。
逗
子
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
☎

０
４
６
・
８
７
１
・
０
６
３
６

▼
北
鎌
倉・台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
７
月
19
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
20
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯

緑
の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５

０
２
・
２
４
７
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
７
月

25
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
26
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

品
。
☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・

９
４
９
８
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ

ガ
キ
で
ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援

未
使
用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関

谷
３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
ハ
ス
の
早
朝
開
園
７
月

５・
６・
８
〜
13
日
・
19
〜
21

日
・
26
・
27
日
７
時
。
▽
コ

ン
サ
ー
ト
６
・
20
日
11
・
14
時
。

▽
園
長
さ
ん
ぽ
13
日
10
時
。

無
料
。
▽
紙
で
作
る
蓮
の
花

づ
く
り
10
日
10
時
・
13
時
半
。

無
料
。
▽
ミ
ツ
バ
チ
内
検
・
採

蜜
体
験
会
26
日
９
時
半
・
13

時
半
。３
百
円
。申
込
〜
７
日
。

▽
ピ
ン
ホ
ー
ル
写
真
体
験
教

親
。
無
料
。
要
申
込
。
日
本
総

合
書
芸
院
☎
23
・
２
１
０
０

▼
漁
協
の
朝
市

▽
腰
越
　
７
月
３
・
17
日
10

時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。
腰

越
漁
協
事
務
所
前
。

▽
湘
南 

鎌
倉
支
所
　
７
月
６

日
10
時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
駐
車
場
☎
22
・
３
４
０
３

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
７
月
６
日
12
時
半
。

▽
ソ
ン
ベ
カ
フ
ェ
23
日
16

時
半
。
各
大
人
５
百
円
、

中
学
生
以
下
無
料
。
要
予
約
。

渡
邉
方
☎
０
９
０・
５
１
９
９
・

１
６
５
４ fl atcafekam

aku
ra@gmail.com

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
月
５
日
建
長
寺
回
春
院
。

12
日
十
二
所
果
樹
園
。
19
日

御
谷
山
林
。
26
日
十
二
所
果

樹
園
。
29
日
内
藤
家
墓
地
。

各
９
時
20
分
現
地
集
合
。

▽
お
話
サ
ロ
ン
５
日
14
時
半

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▽
み
ど
り
ウ
ォ
ー
ク
16
日
９

時
半
鎌
倉
広
町
緑
地
。

▽
藍
染
体
験
教
室
30
日
10
時

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

☎
23
・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
７
月
13
日
10
〜
13

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣
類
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧

▼《
朝
夕
安
居
》大
解
剖
！
―

清
方
え
が
く
、
夏
の
暮
ら
し

　
７
月
５
日
〜
８
月
24
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。「
朝
夕

安
居
」
に
描
か
れ
た
街
並
み

や
風
俗
を
紹
介
し
、
清
方
の

記
憶
に
宿
る
明
治
の
東
京
を

ひ
も
解
く
。
３
百
円
。
小
中

学
生
と
同
伴
者
は
無
料
。
☎

23
・
６
４
０
５

▼
こ
も
ん
じ
ょ
沼
―
中
世
鎌

倉
の
古
文
書
入
門

　
７
月
12
日
〜
８
月
31
日
鎌

倉
国
宝
館
。「
古
文
書
っ
て

な
に
？
」
の
疑
問
に
答
え
る

特
別
展
。
中
世
の
記
録
や
文

書
な
ど
約
70
点
。
７
百
円
。

☎
22
・
０
７
５
３

▼
映
画
雑
誌
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の

流
儀
― 

近
代
映
画
社
の
仕
事

　
７
月
27
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
映
画
雑
誌
「
Ｓ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
を
取
り
上
げ
、

戦
後
の
日
本
の
映
画
界
で
革

新
的
な
試
み
を
し
て
き
た
近

代
映
画
社
の
仕
事
を
み
る
。

３
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
許
さ
れ
ざ
る
者
」

７
月
８
・
10
・
12
・
13
日
／「
パ

ピ
ヨ
ン
」
９
・
11
〜
13
日
／

「
小
さ
な
恋
の
メ
ロ
デ
ィ
」

21
・
24
・
26
・
27
日
／「
ス

タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」
21
・

23
・
25
・
27
日
。千
３
百
円
。【
許

さ
れ
ざ
る
者
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
は
映
画
を
こ
う

語
る
！
12
日
13
時
半
。
千
９
百

円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
徒
然
草
―
近
世
読
書
の
た

の
し
み
か
た

　
７
月
13
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
絵
本
、
絵
巻
、
屏
風
、

刊
本
な
ど
所
蔵
の
「
徒
然
草

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
魅
力

を
探
る
。
２
５
０
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
伊
東
雅
江
絵
画
展
　
あ
た

た
か
な
記
憶
2

　
７
月
２
日
〜
８
月
２
日
小

町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆

堂
。「
か
ま
く
ら
の
す
て
き
な

た
て
も
の
の
え
ほ
ん
」
の
シ

リ
ー
ズ
４
作
目
「
金
沢
街
道

エ
リ
ア
・
扇
ガ
谷
」
の
原
画

を
展
示
。
☎
22
・
３
７
６
９旧華頂宮邸のイラスト

▼
凄
技
！
木
口
木
版
画 

Evolutions 2025

　
７
月
６
日
ま
で
北
鎌
倉
ギ
ャ

ラ
リ
ー
月
。
☎
22
・
２
９
１
３栗田政裕さんの作品

▼
横
浜
バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
５
in
鎌
倉

　
８
月
２
日
16
時
・
３
日

14
時
、
鎌
倉
芸
術
館
。
国
内

最
大
級
の
バ
レ
エ
・
ガ
ラ
公

演
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
か

ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン

ス
ま
で
。
４
０
０
０
円
〜
。

鎌
倉
芸
術
館

チ
ケ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
・
１

１
９
２
・
４
０

▼
鎌
倉
吹
奏
楽
団 Music Farm

第
25
回 

映
画
音
楽
演
奏
会

　
７
月
５
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
発
足
30
年
の
一
般
吹
奏

楽
団
で
「
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ

ン
」「
サ
ウ
ン
ド・オ
ブ・ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
な
ど
。
無
料
。
☎

０
５
０
・
３
５
５
２
・
４
０
１
０

▼
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー

ズ 

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
７
月
26
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
の

女
性
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ン

ド
ベ
ル
で
「
お
も
ち
ゃ
の
兵

隊
の
行
進
」「
少
年
時
代
」な
ど
。

無
料
。
☎
48
・
０
５
５
３

▼
第
10
回 

夏
休
み 

親
子
で

楽
し
む
書
道
体
験
　

　
７
月
23
日
９
時
15
分
〜
10

時
45
分
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
。
小
１
〜
３
年
生
の
子
と

坂
さか

本
もと

 哲
てつ

夫
お

 さん 

鎌倉ガイド協会の

会長に就任した

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鎌
倉
ガ
イ
ド
協

会
の
会
長
に
５
月
10
日
、
就
任

し
た
。
お
寺
に
生
ま
れ
、
大
学

で
造
園
を
学
び
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
指
導
者
も
務
め
た
。
ガ

イ
ド
協
会
を
率
い
る
の
に
、
こ

れ
ほ
ど
適
任
の
人
は
い
な
い
。

任
期
は
２
年
。

　
埼
玉
県
久
喜
市
に
あ
る
真
言

宗
の
寺
「
寿
徳
寺
」
住
職
の
次
男

だ
。
生
ま
れ
た
の
は
１
９
４
７
年

９
月
。
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
で
利

根
川
が
決
壊
し
、
お
寺
に
も
水

が
来
た
。
母
親
は
高
台
に
あ
る

薬
師
堂
で
出
産
し
た
。
産
婆
が

来
ら
れ
ず
、
父
親
が
取
り
上
げ

た
。
セ
ー
タ
ー
の
毛
糸
で
へ
そ

の
緒
を
し
ば
っ
た
が
、
血
は
止

ま
ら
な
い
。
産
湯
も
な
い
。

　「
だ
け
ど
な
ぜ
か
薬
師
如
来

さ
ま
の
お
か
げ
で
助
か
っ
た
。

命
を
そ
こ
で
拾
っ
た
よ
う
な
も

の
、
と
母
に
聞
か
さ
れ
た
」

　
埼
玉
県
立
浦
和
高
校
に
進

み
、
山
歩
き
が
好
き
な
の
で
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入
っ

た
。
そ
の
こ
ろ
藤
沢
市
に
あ
る

神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
と
の
間

で
、
各
部
活
対
抗
の
定
期
戦
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
湘
南
地
域
の

洗
練
さ
れ
た
雰
囲
気
を
知
っ
た

こ
と
が
後
の
人
生
を
決
め
る
。

　
日
本
庭
園
に
興
味
を
持
ち
、

国
立
大
学
で
唯
一
造
園
学
科
が

あ
っ
た
千
葉
大
学
に
進
学
し

た
。
さ
ら
に
湘
南
地
域
を
走
る

小
田
急
電
鉄
に
入
社
し
、
緑
化

事
業
部
や
広
報
部
で
働
い
た
。

そ
の
後
、
関
連
会
社
の
小
田
急

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
の
常
務
に
転

じ
、
社
長
を
11
年
務
め
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
当
時
住
ん
で

い
た
藤
沢
市
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
に
二
人
の
息
子
を
入
れ
、
隊

長
や
指
導
者
に
も
な
っ
た
。
学

生
時
代
に
知
り
合
い
、
高
校

教
諭
だ
っ
た
夫
人
に
「
日
曜

ぐ
ら
い
子
ど
も
の
面
倒
見
な
さ

い
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら

だ
っ
た
。

　
２
０
０
８
年
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
鎌
倉
市
長
谷
に
転
居
。
４

年
後
に
退
職
し
、
鎌
倉
ガ
イ
ド

協
会
に
入
会
し
た
。
１
９
年
に

は
副
会
長
兼
事
務
長
に
。

　「
義
理
の
父
が
浅
草
で
英
語

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し

て
い
て
、
世
話
を
し
た
人
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
も
ら
っ

て
喜
ん
で
い
た
。
人
生
の
第
２

ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
こ
う
い
う

の
が
い
い
な
と
思
っ
た
」

　
協
会
は
今
年
、創
立
30
周
年
。

会
員
は
現
在
１
３
７
人
だ
。
年

に
10
人
ほ
ど
辞
め
る
の
で
、
３

年
に
一
度
の
わ
り
で
30
人
ほ
ど

補
充
が
い
る
。
今
年
10
月
に
募

集
し
、
来
年
４
月
か
ら
12
月
ま

で
養
成
講
座
が
あ
る
。
ま
ず
小

論
文
で
審
査
。
そ
の
後
、
週
２

回
の
座
学
、
実
技
、
試
験
と
な

か
な
か
の
厳
し
さ
。「
神
奈
川

県
で
一
番
大
き
い
規
模
の
ガ
イ

ド
協
会
で
あ
り
、
一
番
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
協
会
」
と
い
う
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
も
大

き
く
、
英
語
ガ
イ
ド
の
チ
ー
ム

11
人
も
つ
く
っ
た
。「
鎌
倉
市
、

観
光
協
会
と
よ
り
連
携
し
、
日

本
遺
産
の
観
光
振
興
や
２
７
年

に
神
奈
川
県
で
開
か
れ
る
国
際

園
芸
博
覧
会
に
も
協
力
し
て
い

き
た
い
」。

　
そ
の
経
歴
か
ら
、
協
会
の
中

で
「
庭
園
と
い
え
ば
坂
本
」
と

言
わ
れ
る
。「
建
築
は
止
ま
っ

て
い
る
が
、
造
園
に
は
、
い
つ

ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
か
な

ど
、
時
間
軸
が
あ
る
。
そ
の
点

か
ら
み
て
も
鎌
倉
は
観
光
地
と

し
て
理
想
的
」と
話
す
。
77
歳
。

 

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

絵
画
・
美
術
品
　高
価
買
取

木
版
画 

買
取
強
化

美
術
品
の
買
取

ギャラリー伸
☎24・4081

田
村
　
慶

⑭

翡
翠
ナ
ス
の
揚
げ
浸
し

新
鎌
倉
料
理

　
７
月
に
入
り
晴
天
が
続
く
よ

う
に
な
り
、
気
温
も
上
が
り
、

熱
中
症
に
も
気
を
付
け
た
い
季

節
。
小
ま
め
な
水
分
補
給
、
頑

張
り
す
ぎ
て
、
体
調
に
違
和
感

を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
休
憩
を
取

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
夏
に
美
味
し
い
ナ
ス

を
メ
イ
ン
に
据
え
た
涼
し
げ
な

料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

●
材
料
（
２
人
前
）

▽
ナ
ス
２
本
▽
ズ
ッ
キ
ー
ニ
2

切
れ
▽
パ
プ
リ
カ
赤
、
黄
各
１

／
８
個
▽
生
姜
１
／
４

【
浸
し
地
】
▽
出
汁
４
０
０
㏄

▽
薄
口
醤
油
大
さ
じ
１
・
５
杯

▽
味
醂
大
さ
じ
１
・
５
杯

▽
塩
小
さ
じ
１
／
２
杯

▽
砂
糖
小
さ
じ
１
杯

▽（
写
真
に
は
花
穂
紫
蘇
使
用
）

●
作
り
方

①
【
浸
し
地
】
を
鍋
に
合
わ
せ

て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
て
冷
ま
し

て
お
く
。
②
ナ
ス
は
縦
に
4
等

分
「
切
り
込
み
」
を
皮
に
入
れ

て
お
く
。
③
１
７
０
度
の
油
で

ナ
ス
を
回
し
な
が
ら
満
遍
な
く

火
を
入
れ
る
（
２
、３
分
程
）。

④
氷
水
に
ナ
ス
を
落
と
し
て
皮

剥
い
て
水
気
を
切
り
、
浸
し
地

に
浸
け
て
お
く
。⑤
パ
プ
リ
カ
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
も
一
口
サ
イ
ズ
に

切
り
、
サ
ッ
と
揚
げ
て
同
じ
く

浸
し
地
に
つ
け
る
。

⑥
２
時
間
程
漬
け
た
ら
器
に
盛

り
付
け
る
。
⑦
生
姜
を
千
切
り

に
し
て
水
で
さ
ら
し
て
、
鰹
節

と
共
に
茄
子
の
上
に
乗
せ
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
夏
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
に
プ
ロ
の
ひ
と
手
間
」

鎌倉市中央図書館 （５月分）
　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は５月に一般 154冊、
児童書 38冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「この一冊で全部わかるセキュリティの基本イラスト
図解式：わかりやすさにこだわった」みやもとくにお著
SBクリエイティブ▼「生きるためのブックガイド」岩波
ジュニア新書 1000 　岩波ジュニア新書編集部編　岩波
書店▼「中世公家の生活と仕事」家永遵嗣編　同成社
▼「昭和100年地図帳」平凡社編　平凡社
　▼「鎌倉　日本の美をたずねて大人絶景旅」朝日新聞出版
▼「ポピュリズムの仕掛人」ジュリアーノ・ダ・エンポリ著　白
水社▼「コーポレートガバナンス入門」太田洋著　岩波書
店▼「貧困とは何か」ちくま新書　志賀信夫著　筑摩書房
　▼「半導体ビジネス最前線」日経MOOK　日本経済
新聞出版編　日経BP日本経済新聞出版▼「世界の卵料
理」塩川純佳著　講談社▼「アンパンマンと日本人」新
潮新書　柳瀬博一著　新潮社▼「古都写真家原田寛が教
える古都の撮り方、歩き方。」原田寛著　日本写真企画
　▼「美しい生き方」假屋崎省吾著　さくら舎▼「雪の
うた」左右社編集部編　左右社▼「なぞとき赤毛のア
ン」文春文庫 　松本侑子著　文藝春秋▼「偽医者がいる
村」角川文庫 　藤ノ木優著　KADOKAWA▼「巣鴨の
お寿司屋で、帰れと言われたことがある」古賀及子著
幻冬舎▼「女人京都」小学館文庫 　酒井順子著　小学館
▼「極北の海獣」イーダ・トゥルペイネン著　河出書房新社

　
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
応
援

い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
28
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

中
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が

発
生
し
て
か
ら
２
カ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の

方
が
路
上
で
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
４
３
０
万
人
に
及
ぶ

人
々
が
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
６

月
に
雨
季
に
入
り
、
ま
す
ま
す
衛

生
面
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
本

格
的
な
支
援
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　
当
会
の
最
終
目
的
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
皆
さ
ん
が
自
立
（
自

律
）
で
き
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
の
第
一
歩
と
な
る
支
援

を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
活
動
す
る

人
た
ち
と
共
働
で
開
始
し
ま
し

た
。
前
回
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
シ
ャ
ン
州
の
３
つ
の
村
に
物

資
を
届
け
ま
し
た
。
在
ミ
ャ
ン

マ
ー
日
本
国
大
使
館
の
吉
武
将

吾
大
使
を
始
め
、
関
係
者
の
皆

様
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　【
支
援
し
た
物
資
】
毛
布
・

蚊
帳
・
石
け
ん
各
５
０
０
世
帯

分
ほ
か
、
歯
ブ
ラ
シ
、
脱
水
予

防
用
Ｏ
Ｒ
Ｓ
（
経
口
補
水
塩
）

粉
末
、
マ
ッ
ト
な
ど
、
購
入
費

合
計
約
２
０
０
万
円
。

　
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
物

は
な
に
か
、
各
村
で
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
全
４
５
１
世

帯
が
住
め
る
家
を
建
て
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
大

部
分
の
家
屋
が
、
外
見
は
一
部

分
だ
け
破
損
し
た
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
内
部
は
と
て
も
人
が

住
め
る
状
態
で
な
い
現
状
で

し
た
。
家
の
再
建
に
は
１
軒
あ

た
り
３
６
０
万
チ
ャ
ッ
ト
（
約

25
万
円
）
以
上
か
か
り
、
当
会

で
は
全
世
帯
の
支
援
は
で
き
な

い
と
判
断
し
ま
し
た
。今
後
は
、

こ
の
３
つ
の
村
の
う
ち
１
つ
に

し
ぼ
っ
て
、
村
の
住
民
が
病
院

な
ど
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
、

魚
を
採
り
、
少
し
で
も
自
活
で

き
る
よ
う
に
こ
の
地
域
の
移
動

手
段
で
あ
る
船
の
修
理
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

　
船
の
修
理
に
際
し
て
内
部
の

フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
の
必
要
な
物

品
な
ど
の
調
達
が
で
き
る
方
や

会
社
、団
体
を
ご
存
じ
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
支
援
を
行
う
一
方
で
、
ミ
ャ

ウ
ン
ミ
ャ
地
域
で
は
、
従
来
か

ら
の
巡
回
診
療
な
ど
の
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　
当
会
へ
の
地
震
災
害
へ
の
義

援
金
の
受
付
は
こ
ち
ら
か
ら
。

https://m
fcg.or.jp/2025

earthquake-support/

　
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区
東

尾
久
８
―
41
―
23 

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Em
ail:m

yanm
arfcg.

info@gmail.com
FB:https://w

w
w
.face

book.com/mfcg.or.jp

【
こ
の
記
事
は
清
興
建
設
提
供
】

（59）

ミ
ャ
ン
マ
ー
大
地
震
の
被
災
地
支
援

代
表
理
事

名
知
仁
子

支給物資の配布風景

最
近
の
相
談
者
の
中
に
、
設

備
の
異
常
・
雨
漏
れ
等
、
比
較

的
細
か
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

困
っ
て
い
る
方
が
多
く
来
ま
す
。

よ
く
話
を
聞
く
と
、
そ
の

家
を
建
築
し
た
業
者
で
は
な

く
、
訪
問
営
業
や
チ
ラ
シ
広
告

等
で
工
事
を
依
頼
し
、
そ
の
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
解
決
で
き

ず
に
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
来
、
家
は
建
築
し
た
業

者
が
後
々
ま
で
面
倒
を
見
る
仕

組
み
で
す
。
在
来
建
築
の
業
者

の
怠
慢
も
あ
り
ま
す
が
、
依
頼

者
が
金
額
だ
け
を
比
べ
て
安
い

金
額
の
業
者
に
工
事
を
依
頼
し

て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
対
応
し

て
も
ら
え
ず
問
題
が
起
き
て
い

る
の
が
原
因
の
よ
う
で
す
。

家
を
造
る
時
は
15
業
種
位

の
専
門
業
者
が
携
わ
り
ま
す
。

そ
の
業
者
を
総
括
的
に
把
握

し
、
手
配
す
る
の
が
工
務
店
・

建
設
業
で
す
。
業
者
も
各
々
免

許
や
資
格
が
必
要
な
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
工
務
店
・
建
設
業

も
そ
れ
以
上
に
総
括
す
る
た
め

の
免
許
や
資
格
が
必
要
で
す
。

小
さ
な
工
事
と
思
っ
て
発

注
し
た
の
に
、
あ
れ
も
こ
れ
も

と
工
事
が
広
が
り
、
外
壁
の
塗

り
替
え
を
頼
ん
だ
は
ず
が
水
廻

り
や
内
装
工
事
ま
で
行
わ
れ
、

後
日
雨
漏
れ
を
見
つ
け
修
理
を

依
頼
す
る
と
「
で
き
な
い
」
と

言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

金
額
だ
け
で
そ
の
都
度
い
ろ

ん
な
業
者
に
発
注
し
て
い
る
と
、

家
の
た
め
を
考
え
て
く
れ
る
業

者
が
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
リ
フ
ォ
ー
ム
難
民
」
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
安
心
で
き
る
地

元
の
工
務
店
・
建
設
業
者
を
一

社
決
め
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７
・
47
・
５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

リ
フ
ォ
ー
ム
難
民
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みらいふる鎌倉
（鎌倉市社会福祉協議会内）
事務局☎0467－23－1075

昨年６０周年を迎えた

みらいふる鎌倉
（鎌倉市老人クラブ

 連 合 会） は

「健康・友愛・奉仕」 を中心に

明るい長寿社会づくりをめざし

活動を展開しています

詳細はＨＰでごらんください

https://miraifulkamakura.main.jp

※新規会員募集中！

暑中お見舞い申し上げます

皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。（順不同）

暑中 お見 舞い 申し上げます暑中 お見 舞い 申し上げます暑中 お見 舞い 申し上 げます

鎌倉市小町 1－11－5
☎0467－22－0507

横松 佐智子理事長

鎌倉婦人子供会館
公益財団法人

長野トーマスマコト
鎌
倉
市
御
成
町
二
〇
ー
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
六
七
ー
二
三
ー
一
〇
七
五

会
長

社
会
福
祉
法
人

鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

絵画は時代の証人

鎌倉美術連盟代表
村田良策記念アトリエM

http//kayoko-murata.com

♪オーケストラと詠おう
60 歳からの合唱団

鎌倉混声合唱団

ムジカおさらぎ
※団員募集中

☎0467ｰ25－4624 （佐藤）
詳細は 「ムジカおさらぎ」 ホームページで

暑中お見舞い申し上げます

日々の彩り　鎌倉彫

伝統鎌倉彫事業協同組合
　　鎌倉彫工芸館
鎌倉市由比ガ浜 3－4－7
☎0467－23－0154

info@kamakura-unesco.com

星月写真企画
写真家　原田 寛
鎌倉市台 4-1-15
☎０４６７－27－8821

例祭8月20日 盆踊と夜店

宮司　小岩　裕一

湘南モノレール株式会社

鎌倉市常盤 18 番地

☎0467－45－3181

代表取締役社長 

小川 貴司

鎌倉市雪ノ下 3－1－32
☎0467－23－0015

令和７年
　　　盛夏

北鎌倉台峯　緑の会

出口 克浩代表

クラシックの名
曲と映画音楽で
心に響くひとと
きを。
７ 月１２ 日１ ４
時、鎌倉芸術館。
モデル・声優と
しても幅広く活
躍中のフルート奏者Cocomiさんが新日
本フィルハーモニー交響楽団と奏でる
「カルメン幻想曲」ほか「ジュラシック
パーク」のテーマ、「となりのトトロ」
など。指揮＝澤村杏太朗。
S席5000円、A席4500円、
4歳から中学生1500円。
新日本フィル☎03・5610・3815　
チケットオンライン www.njp.or.jp

新日本フィル　ファミリーコンサート
“未来への贈りもの”

©K.Miura
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